
奥尻町過去の災害 主要災害発生状況 

発生日時 災 害 名 状      況 人的被害 被害金額等

寛永 17 年 

（1640 年） 
駒ヶ岳の噴火 

駒ヶ岳が噴火し、大規模な火山

灰の降灰があったと言われる 

これにより一時

期無人化になっ

たといわれる 

不明 

享保 9年 

（1724 年） 
神威山の噴火 

神威山が噴火し、島内南部に多

くの被害があったようである 
不明 不明 

寛保元年 

（1741 年） 
松前大島の噴火 

松前大島が噴火し、本島に降灰

があった 
不明 不明 

明治 37 年 

（1904 年） 

10 月 27 日 

火災 戸長役場が全焼 
死者なし 

負傷者不明 
不明 

大正 12 年 

（1923 年） 

9 月 16 日 

豪雨 

豪雨により幌内方面の山が崩

落。家屋破壊・流失 4棟 15 戸、

浸水 70 戸、その他 

死者 4名 

重傷 1名 
不明 

昭和 14 年 

（1939 年） 

1 月 5 日 

猛吹雪、波浪 

稲穂地区で西南西から吹き付け

た猛吹雪と、それに伴って発生

した波浪により、浸水家屋 20

数棟、流失・破損船 20 数隻、そ

の他 

死者なし 

負傷者不明 
不明 

昭和 29 年 

（1954 年） 

9 月 26 日 

台風 15 号 

台風 15 号の直撃で、家屋全壊

33 棟、半壊 116 棟、土砂崩落に

よる埋没 5 棟、稲穂小学校校舎

大破、その他 

死者 4名 

重傷 1名 

軽傷 1名 

不明 

昭和 30 年 

（1955 年） 

7 月 3 日 

豪雨、土砂の崩落 
豪雨により奥尻地区の「観音山」

が崩落。家屋等被害、その他 

死者 4名 

重傷 1名 
不明 

昭和 35 年 

（1960 年） 

1 月 5 日 

強風、高潮 

瞬間最大風速 33 メートルの強

風により、稲穂地区一帯に 10

メートルの高波来襲。漁船・漁

具等流失、損壊、その他 

なし 不明 

昭和 36 年 

（1961 年） 

7 月 26 日 

豪雨、崩落 
豪雨により宮津地区で崖の崩

落。家屋全壊 2棟、その他 
死者 1名 不明 

昭和 37 年 

（1962 年） 

8 月 3 日 

台風 9号 

台風 9 号の直撃により、塩釜

川・釣懸川・烏頭川・赤石川・

青苗川が氾濫。堤防決壊 15 ヵ

所、道路決壊 4 ヵ所、橋梁流失

1ヵ所、その他 

不明 不明 

昭和 38 年 

（1963 年） 

5月 27 日～28 日 

奥尻大火 

奥尻市街地から出火。115 棟全

焼、149 世帯 524 人が罹災（出

火原因は不明）。過去最大級の

火災となる 

死者なし、負傷

者不明 
不明 

昭和 38 年 

（1963 年） 

9 月 16 日 

集中豪雨 

220 ミリの集中豪雨で、家屋全

壊 30 棟、流失 19 棟、半壊 33

棟、床上浸水 79 棟、床下浸水 5

3 棟、その他 

死者 6名 

不明 3名 

重傷 8名 

約 6億円 

 



発生日時 災 害 名 状      況 人的被害 被害金額等

昭和 47 年 

（1972 年） 

12 月 1 日 

高波等 

異常低気圧による高波が襲い、

住家、道路、河川、漁船などに

大きな被害 

不明 
約 

3 億 300 万円

昭和 56 年 

（1981 年） 

9月 3日～4日 

集中豪雨 

321 ミリの集中豪雨で、家屋全

壊 2棟、半壊 9棟、床上・床下

浸水 193 棟、農林水産業に多大

な被害、灯油備蓄タンク被災、

その他。過去最大級の雨量 

死者なし 

重軽傷者不明 

約 

63億9,700万円

昭和 58 年 

（1983 年） 

5 月 26 日 

日本海中部沖地震 

震源・秋田県西方沖約 160 キロ、

マグニチュード 7.7 の地震。住

家全壊 5棟、半壊 16 棟、一部損

壊 2棟、津波による床上浸水 20

棟、床下浸水 22 棟非住家損壊

17 棟、その他 

死者 2 名（町内

者 1 名・町外者

1名）重軽 18 名 

約 

13億8,528万円

昭和 59 年 

（1984 年） 

3月 18 日～ 

5 月 10 日 

群発地震 

3 月 18 日から 5 月 10 日までに

かけて有感 57 回の群発地震が

続く（町内に地震計 7 台を設置

して調査） 

なし なし 

昭和 62 年 

（1987 年） 

8月 31 日 

～ 9 月 1日 

強風、高波 

台風 12 号から変わった低気圧

による強風・高波で大きな被害。

漁船 171 隻沈没・破損、道路・

海岸決壊、その他 

なし 
約 

11億4,516万円

平成 5年 

（1993 年） 

7 月 12 日 

北海道南西沖地震 

午後 10 時 17 分発生、震源・奥

尻島北方沖約 50 キロ、マグニチ

ュード 7.8（日本海観測史上最

大級）の地震。地震（震度 6 の

烈震以上と推定）、火災、大津

波（最大 31 メートルとも言われ

る）、土砂崩れ等により甚大な

被害をもたらす。住家全壊 437

棟、半壊 88 棟、一部損壊 827

棟、津波による床上浸水 47 棟、

床下浸水11棟、4非住家損壊708

棟、その他。7月 27 日、天皇・

皇后両陛下北海道南西沖地震の

見舞いに来島。9月 11 日、奥尻

町合同慰霊祭。奥尻島史上過去

最大級の自然災害 

死者 172 名 

不明  26 名 

重軽 143 名 

約 664 億 

2,028 万円

平成 16 年 

（2004 年） 

9月 7日～8日 

台風 18 号 

台風 18 号が直撃し、最大瞬間風

速 52.2 メートルの強風と高波

により、住家一部損壊 30 棟、あ

わび種苗 58 万個全滅、その他。

なし 
約 16 億 

7,500 万円

 


